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地域密着型複合施設マザアス新宿（特養 29 床、ショートステイ３床、グループホーム 18 名、小
規模多機能型居宅介護 29 名登録）は地域に 24 時間 365 日、切れ目のない安心のケア」を提供する
当該地域密着型複合施設として、住み慣れた地域で在宅生活の継続性を維持するためサービス体系と
して制度化されています。地域密着型のサービスを多数備えた在宅支援機能施設として、地域におけ
るニーズは今後増大していくことは間違いありません。しかしその反面、1 人ひとりを尊重したケア
の実践をしたくても、介護報酬の問題や、人材確保及び育成の課題など、当該事業が発展しにくい環
境があることは否めません。またその中で、1 人ひとりを尊重し、安心した在宅生活を支えるための
「在宅生活を支援するための視点」が地域に成熟されていないという現実を感じています。
「24 時間 365 日切れ目のない安心のケア」を提供するためには、「医療」「介護」は切り離せな
い課題です。そこには、「医療＝命を助ける」「介護 = 命を支える」という今までの価値観や意識を
大きく変える必要があると考えます。在宅における「医療」「介護」とは、その人らしい生活を続け
ていくための「ケアとしての医療介護」であり、積極的治療や単なる延命だけが目的ではないはずで
す。
在宅生活支援の視点は、住み慣れた自宅で、なじみの関係に支えられながら、最期の瞬間まで輝い
た人生の時間を過ごすための医療介護でなければなりません。「安心のケア」を 24 時間 365 日で提
供するためには「命を支える治療としての医療」と「その人らしさを支えるケアとしての介護」の両
方が必要であると考えています。
当施設は、「医療」「介護」の連携のもと、「社会資源の連携による福祉・介護事業」を展開して
参りました。これまで支えていただいた新宿区が今一番必要としているサービス体系を実現すること
は、当法人が目指している「地域貢献」に繋がるという考えに基づいております。地域密着型事業で
あるからこそ、保険者、地域住民、当法人の三位一体の連携により、「安心のケア」を提供できる地
域密着型サービス拠点を構築できるものと考え、事業展開を図ることを目指しています。
住民の「普段の暮らし」は、十人十色です。そして誰もが「どのような状況になっても、最期まで
自分らしく暮らしたい」という願いを持っています。この願いはごく当たり前のことでありながら、
現在の高齢者を取り巻く現状において、実は一番難しい課題であるといえます。様々な状況や環境の
変化によって「普段の暮らし」が自分の力だけでは継続できない状況が、現実に起こっています。
新宿区に暮らす 1 人ひとりの高齢者が当たり前に望む「普段の暮らし」実現させる必要があると考
えます。私たち事業者は、利用者の普段の暮らしの中に「居心地のよい第二の我が家」のような場所
として存在しなければなりません。利用者の時間の中に、私たちがそっと加わるようなイメージで地
域密着型サービスが存在できるような取り組みが必要であると考えています。
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